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高梁川水系

１

流域面積(集水面積)       ： 2,670km2

幹川流路延長 ： 111km
流域内人口 ： 約27万人
想定氾濫区域面積 ： 約267km2

想定氾濫区域人口 ： 約44万人
想定氾濫区域内資産額 ： 約6兆1,700億円
主な市町村 ： 倉敷市、高梁市

流域及び氾濫域の概要

※気象庁による平年値・1971～2000

降雨特性 • 下流部は瀬戸内式気候で年間降水
量1,200mm程度の小雨地域
• 上流部の中国山地は全国平均並

新見（上流部）

干拓地からの転用
による工業用地
（嵩上済み）

A’A

土地利用と産業

• 上流部は中国脊梁山地で、

大部分が常緑針葉樹林

• 中流部の吉備高原山地は緩

やかな地形のため耕地は主

に高原部に点在

• 下流部には倉敷市街地や岡

山県の製造品出荷額の約半

分を占める水島コンビナー

トが集積

山 地 等

91%

農地 8%
宅地等
市街地 1%

年間降水量の等値線(mm)

地形特性

•下流部は江戸時代を中心に行われた「たたら製鉄

」に伴う流出土砂による干潟の干拓や埋立により形

成されたゼロメートル地帯を含む低平地

•想定氾濫区域は岡山市域まで及ぶ
流域及び氾濫域の諸元

下流部(平野など)
（淡 水 域）

（感 潮 域）

上流部(中国脊梁山地)

河口より 81.1km
（西川合流点）

中流部(吉備高原山地)

（潮止堰）

河口より
（湛井堰）

24.4km

河口より6.1km

玉島港

倉敷市街

倉 敷 市

高

梁

川 重化学工場群
(水島コンビナート)

高梁川派川

水島大橋

国道2号

霞橋

JR山陽新幹線

潮止堰

A
A”

A’
（
東
高
梁
川
）

A

(平成16年8月30日16号台風)

既往最高潮位 3.22m

A

”

特徴と課題 資料３－２

新見

倉敷

高梁川は鳥取県境付近の花見山に発し、途中、成羽川、小田川の大支川を合流し、瀬戸内海に注ぐ
下流部では、倉敷市街地・水島コンビナートなど、資産の集積する岡山平野の西端を貫流
想定氾濫域は、干拓等によって形成された洪水氾濫に脆弱な低平地で岡山市域まで及ぶ

花見山(1,188m)

流域図

干拓や埋立により形成

された標高の低い地域

の都市化が進行

※たたら製鉄：原料となる鉄を含む鉱石と燃料として木炭や薪などを使い金属鉄を作る方
法で、古くから山陰・山陽地方で盛んであった。原料となる砂鉄は花崗岩の風化土層を切り
崩して水路に流し、比重選鉱により採取された。この採取方法を鉄穴（かんな）流しという。

倉敷（下流部)

な り わ お だ

基準地点
ふなお
船穂(高水)

基準地点
さかづ
酒津(低水)



明治26年10月洪水を契機に、明治40年から内務省直轄工事として、小田川合流点より下流を旧西高梁川に統合
その後も昭和9年、昭和47年洪水でも、破堤や内水被害が発生
平成元年には、倉敷市等沿川の都市化や工業地帯の発展をふまえ工事実施基本計画を改定

倉敷市街地

国道2号

旧東高梁川
(廃川）

←
小田川

現状の小田川合流点
および下流沖積平野

高
梁

川

柳井原貯水池

高梁川

新水路
(現河道)

水島コンビナート

旧西高梁川

西高梁川
の封鎖

JR山陽新幹線

主な洪水とこれまでの治水対策 高梁川水系

主な洪水と治水計画

これまでの治水対策

•第１期工事では、分派点処理の問題及び廃川敷のかんがい用水用
貯水池としての利用が検討され、高梁川と小田川は合流後、新水
路を経て旧西高梁川により流下する計画で改修

新水路左岸側の高築堤
(高梁川7.6K左岸・倉敷市西阿知)

第1期改修による高梁川および小田川水位への影響（イメージ図）

本川への
合流点

上流

水
位

本川水位の
影響区間（背水区間）

河口 上流

水
位

河口水位 西高梁川の水位

東高梁川の水位

改修後
高梁川の水位

東西高梁川に分流していたものを
高築堤方式で統合

小田川出発水位
の上昇

小田川合流点

河道水位の上昇
堤防を嵩上げ 高築堤化

改修後の
小田川の水位

改修前の小田川の水位

堤防高
改修後

改修前

【高 梁 川】 【小田川】

洪水調節、環境、
水道、発電

洪水調節、環境、水
道

洪水調節、環境、水
道、工業用水、発電

目的

820

平成17年度

三室川ダム

4532,800総貯水量
(万m3)

昭和57年度平成10年度完成

高瀬川ダム千屋ダムダム名

明治～大正期の第1期改修における河道の変更

洪水調節施設
高梁川の上流部には、治水目的を有
する多目的ダムが整備

高梁市の氾濫状況小田川の氾濫状況（矢掛町川面地区）

倉敷市真備町川辺の堤防決壊状況
倉敷市真備町川辺字辻尾
（高梁川右岸15K付近）

明治26年10月洪水

昭和47年7月洪水昭和9年9月洪水

床下・床上浸水 50,209戸（岡山県内）
全半壊 12,920戸（岡山県内）

船穂地点流量 14,900 m3/s

床下/床上浸水
5,203戸/2144戸

全半壊 227戸
浸水農地 3,765ha

日羽地点流量 5,700 m3/s

床下・床上浸水
60,334戸（岡山県内）

全半壊
6,789戸 （岡山県内）

船穂地点流量 9,400 m3/s

平成16年8月台風16号高潮災害
倉敷市玉島乙島地区の高潮による越

波状況（高梁川-0.2k右岸)

最高潮位T.P.+3.22m
(既往最高潮位を観測）

※洪水被害は、特記を除き高梁川水系の岡山県分＋広島県分
※死者・不明者数は岡山県下の総計

基準地点 船穂

×

×
×

××

××××

※ ×は過去の破堤地点(直轄管理区間に限る)を示す

高
梁
川

高
梁
川

小田川

主な洪水・高潮被害

に し あ ち

２

明治26年10月洪水(台風)
船穂地点流量 14,900 m3/s 死者不明 423人
床下・床上浸水 50,209戸（岡山県内）
全半壊 12,920戸（岡山県内）

明治40年～大正14年高梁川改修第１期工事
計画流量：6,900 m3/s（酒津）

昭和9年9月 (室戸台風)
船穂地点流量 9,400 m3/s 死者不明 151人
床下・床上浸水 60,334戸（岡山県内）
全半壊 6,789戸（岡山県内）

昭和18年9月 (台風)
船穂地点流量 6,500 m3/s 死者不明 9人
床下・床上浸水 240戸（岡山県内）
全半壊 45戸（岡山県内）

昭和20年9月 (枕崎台風)
船穂地点流量 8,700 m3/s 死者不明 127人
床下/床上浸水 10,779/21,499戸（岡山県内）
全半壊 1,837戸（岡山県内）

昭和26年10月(ルース台風)
船穂地点流量 4,400 m3/s 死者不明 1人
床下・床上浸水 102戸（岡山県内）
全半壊 116戸（岡山県内）

昭和28年 9月(台風13号)
船穂地点流量 3,500 m3/s      死者不明 1人
床下・床上浸水 2098戸（岡山県内）
全半壊 10戸（岡山県内）

昭和42年 工事実施基本計画の策定
計画流量：6,900 m3/s（酒津）

昭和45年8月洪水(台風10号)・小田川内水
日羽地点流量 3,400 m3/s      死者不明 1人
床下/床上浸水 856戸/348戸
全半壊 24戸
浸水農地 1,762ha

昭和47年7月洪水(前線)・小田川内水
日羽地点流量 5,700m3/s      死者不明 15人
床下/床上浸水 5,203戸/2144戸
全半壊 227戸
浸水農地 3,765ha

昭和51年9月洪水(台風17号)・小田川内水
日羽地点流量 2,200 m3/s     死者不明 18人
床下/床上浸水 1,461戸/1,185戸
全 半 壊 14戸
浸水農地 620ha

昭和60年6月洪水(前線)・小田川内水
日羽地点流量 3,500 m3/s     死者不明 3人
床下/床上浸水 284戸/14戸
全 半 壊 1戸
浸水農地 847ha

平成1年3月 工事実施基本計画の改定
基本高水：13,700 m3/s（船穂）
計画流量：12,200 m3/s（船穂）

平成10年10月洪水(台風10号)・小田川内水
日羽地点流量 5,400 m3/s     死者不明 6人
床下/床上浸水 130戸/10戸
浸水農地 26ha

平成16年8月(台風16号)高潮災害
床下浸水 17戸 死者不明 1人



【 対数正規確率紙 】
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既定計画の基本高水のピーク流量

13,700m3/s

工事実施基本計画策定 H1

高梁川水系基本高水のピーク流量の検討

工事実施基本計画(H1)の概要

1/150計画規模

248mm／2日計画降雨量

13,700m3/s基本高水のピーク流量

12,200m3/s 計画高水流量

船穂基準地点

年最大雨量および年最大流量の経年変化

•既定計画策定後に計画を変更するような大きな出水は
発生していない

船穂地点 年最大2日雨量データ

船穂地点 年最大流量データ

流量確率からの検証

既往洪水の検証

東高梁川

高蔵寺

明治26年10月洪水(中島・
西阿知付近)

13,700m3/s

(船穂地点 昭和55年8月型)

•船穂地点における1/150規模の流量は、
9,000m3/s～14,000m3/sと推定(S7～H18
の75ヶ年)

9,000

水系名：高梁川水系
河川名：高梁川
地点名：船穂

基本高水
ピーク流量
13,700m3/s

※流量は、ダムに貯留しなかった場合・氾濫しなかった場合の流量

• 被害規模から、高梁川における既往最大洪水は明治
26年10月洪水と推定

• 痕跡水位や文献を調査し、浸水区域や浸水深を確認
• 日羽地区の痕跡水位、水位～流量曲線から得られる

流量を、主要な実績降雨ハイエトグラフを用いて船
穂地点に換算し14,900m3/sと推算

• 氾濫シミュレーションを行い、氾濫区域や浸水深と
もにおおむね実績と一致することを確認

既定計画策定後に計画を変更するような大きな出水は発生しておらず、
流量確率手法における検証および既往洪水による検証により、基本方針
における基準地点船穂の基本高水のピーク流量を13,700m3/sとする。

基本高水のピーク流量を決定する
際に用いたハイドログラフ

12,200

船穂酒津

矢形橋

2
,0

0
0

高梁川

小
田
川

瀬
戸
内
海

11,100

単位：m3/s基本高水の
ピーク流量
13,700m3/s

推定浸水深痕跡水位の状況地点

約4.1 m客殿漆喰壁の痕跡水位(当時の壁
を移植し、高さを復元)

高蔵寺

明治26年10月洪水の浸水深(現地調査による)

青実線は、
文献をもと
に推定した
当時の浸水
範囲

高蔵寺客殿漆喰壁の洪
水痕跡(現況)

計算水深(m)

：5.0m以上

：0.5m未満

：0.5m～1.0m未満

：1.0m～2.0m未満

：2.0m～5.0m未満

•明治26年10月洪水の推算流量は
14,900m3/s(船穂地点)

•基本高水のピーク流量におおむね相
当する流出量が発生したものと推定

確率分布モデル
1/150流量
（m3/s）

　グンベル分布 10,300

　平方根指数型最大値分布 13,700

　一般化極値分布 10,500

　対数ピアソンⅢ型分布（実数） 8,900

　対数ピアソンⅢ型分布（対数） 10,700

　対数正規分布（岩井法） 12,000

　対数正規分布（石原・高瀬法） 9,900

　３母数対数正規分布（クオンタイル法) 11,100

　３母数対数正規分布（積率法） 9,900

14,000

13,700

引き伸ばし後雨量

計算流量

３
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 現況平均河床高
 計画高水位
 計算水位

固定堰周辺で水位上昇

固定堰周辺
で水位上昇

小田川との合流点付近が、高梁川の流
下能力の最小地点となっている
(計画高水位を2.0m以上超える)
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2日間_降雨引伸しC6

HWL

小田川計画合流点付近(8.4K) 横断面図

堤防強化
河床掘削

樹木伐開

高梁川水系

堤防強化

流下能力確保

４

治水対策の基本的考え方

治水対策の考え方 ①

漏水対策工等の、堤防の質的整備を
推進

高梁川・小田川下流部の堤防は、第
１期改修(明治～大正)の際に概成

堤防断面の状況(小田川0.95K左岸)

現堤防について以下の懸念
・整備年代が古い・・・形状変化
・堤防材料は透水性大・・・漏水

凡　　　例

完成堤

暫定堤

無堤(未施工区間)

現況流下能力

洪水調節施設

固定堰の改築

•鉄穴（かんな）流しにより土砂の流出が
豊富で河床の高い時代に固定堰を建設

•鉄穴流しが終わり土砂の流出が減少して
河床は低下しており、平均的な河床に対
して固定堰が突出

•固定堰を安定的な河床縦断形状に合わせ
た敷高に改築し河積を確保

調節前：13,700m3/s

調節後：13,400m3/s

倉敷市街地に隣接する下流部は、固定堰の可動化と河床掘削等により、13,400m3/sの流下能力確
保が可能
河道の対応で不足する流量300m3/sについては、上流の既設ダムの有効活用等により対応

•大規模な引堤は影響が大きく、基本的に現状河道内で掘削
を実施

•河道内樹木は基本的には伐開するものとし、治水上支障に

ならない範囲で適切に管理する

(河道改修)

•笠井堰～小田川合流点付近が流下能力上の
ネック箇所。倉敷市街地を貫流しており、
引堤は困難

•固定堰の可動堰化と、ネック箇所における
河床掘削、樹木伐開等により12,000m3/s(
船穂地点13,400m3/sに相当)の流下能力確
保が可能

(計画高水流量)
•船穂地点において、計画高水流量を

13,400m3/sとする
•河道の対応で不足する流量300m3/sについ

ては、千屋ダム等の既設ダムにより対応

高梁川の堤防整備状況

現在

改築後

透水性の小さい材料 ドレーン部

基準地点船穂
■

笠井堰

基準地点船穂

千屋ダム

高瀬川ダム

三室川ダム

調節前流量
3ダム調節後流量

酒津付近の築堤工事(明治44年)
さかづ
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 現況平均河床高
 計画高水位
 計算水位（支川ピーク時）
 計算水位（本川ピーク時）

治水対策の考え方 ②

小田川の治水特性(第1期改修において現地形が形成) 頻発する内水氾濫

小田川における主な内水被害

•本川水位の影響を受けるため、高い水位
が小田川で長期間継続する

•低平地に5～7mの高築堤がなされ、河床と堤内
地との比高も小さく、小田川へ排水しにくい

•本川の背水影響は6.0k付近にまでおよぶ

小田川の治水対策として、高梁川との合流点を下流に付け替える（小田川の出発水位の低下・本川狭窄区間をバイパス）
河道掘削等により、2,300m3/sの流下能力を確保することが可能

支川小田川の本川背水区間 L=約6km

５

本支川ピーク時の水位縦断図

支川小田川の本川背水区間 L=約6km

S47.7.11洪水

6
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0:00 
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0:00 

 7/10  
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12:00 

 7/12  
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12:00 

 7/13  

0:00 

 7/13  

12:00 

 7/14  

0:00 

月/日

時刻

(T.P.m)

矢形橋水位(小田川0.8K)
内水継続時間 91時間

堤内地盤高
9.0m

昭和47年７月洪水の小田川水位

0.8k（矢形橋）

9.0m

17.1m

実績水位

15.9m

10.1m

昭和47年7月
13.9m

昭和51年9月
13.1m 昭和60年6月

12.8m

10.0m

4m

3m
HWL 
12.458m

※直轄区間を対象（出典：水害統計、建設省河川局）

5,1298前線S60.6

61,99212前線S54.6

909,344587台風17号S51.9

273,953408前線S47.7

8,2300低気圧S46.6

3,3360前線S45.6

38,35864前線S44.７

7,9240前線・台風S38.6

一般資産等
被害額
(千円)

浸水
家屋
(戸)

成因洪水年月

小田川の治水対策(高梁川との合流点を付替え）

• 柳井原貯水池(旧西高梁川)を活用し、小田川と高梁
川の合流点を下流に移動させることにより、小田川
水位の低下と高梁川酒津周辺への負担を軽減

高
梁
川

高
梁
川

小
田
川

付替区間

高梁川の
水位低下

0.4ｍ

現状の
合流点

矢形橋地点

小田川の
水位低下

5ｍ

付替後の合流点

現状水位

付替後水位

現状水位

酒津地点 ●

付替後水位

現状の水面形
(合流点付替え前)

堤防によって高梁川
と小田川を分離

柳井原
貯水池

付替え後の水面形

付替え後の水面形

12,000m3/s

13
,4
00
m3
/s

1,
40
0m

3 /
s

小田川付替区間(-1.6K)

貯水池内の河道断面形状

平水位

計画高水位
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[13,700]

    ■ ：基準地点 

    ● ：主要な地点 

河川整備基本方針 計画流量配分図(案)

基本高水の
ピーク流量
13,700m3/s

計画高水位

昭和51年9月洪水での浸水区域図

写真

高梁川水系

河床勾配1/2300 河床勾配1/1100
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帝釈峡
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井倉峡

【現状】
• 標高800～1100mの中国脊梁山

地が分水嶺をなす山地帯
• 河岸に谷底平野の広がる、里山

の風景
• 河岸にはツルヨシやイタドリな

どの草本類、ヤナギ類やヌルデ
などの木本類が自生

• アオサギ、ヤマセミなどの鳥類
、ミヤマカワトンボなどの昆虫
類が生息

【対応】
• 上流部の自然豊かな河川環境を

保全

自 然 環 境 高梁川水系

 

上流部

下流部

アユ漁獲高（H14）

177

127

127

97

80

75

10

江の川

高津川

高梁川

日野川

千代川

太田川

神戸川

（ｔ）

魚類等の移動環境の保全

潮止堰の魚道設置状況

•潮止堰をはじめ160箇所
を越える横断工作物があ
り、魚の移動に支障とな
っているものもあること
から、魚道の改良等、魚
類の遡上環境を確保

アユ漁獲高は
中国地方で第２位

アユ漁獲高（平成14年)

高梁川

高津川

アユ産卵場の状況

スイゲンゼニタナゴ[コイ科]
種の保存法：国内希少野生種
環境省: 絶滅危惧IA類(CR)
岡山県:絶滅危惧種
広島県:絶滅危惧Ⅰ種
出典：「川の生物図鑑」

•高水敷においてヤナギ高木林を中心
に樹林化が顕著となっており、これ
らの樹木の伐開にあたっては、河川
環境の保全に配慮

河道の樹林化

ヤナギ群落の推移
※河川水辺の国勢調査による

千屋ダム上流の高梁川

鯉が窪湿原(国天然記念物)

高梁川8.8K(酒津地点下流)

河床勾配：1/270～1/800
河床材料：砂礫～粗礫

河床勾配：1/740～1/2100
河床材料：砂～礫
代表粒径：0.6～48mm

河床勾配：1/90～1/160
河床材料：礫～粗礫

■千種川(兵庫県)から芦田川(広島
県)にかけての山陽地方に生息す
るが、その中でも高梁川水系に多
い。

◆特徴的な河川景観：石灰岩峡谷

６

オオサンショウウオ
[オオサンショウウオ科]
文化財保護法:特別天然記念物
種の保存法：国際希少種
ワシントン条約付属書：Ⅱ表掲載種
環境省:準絶滅危惧(NT)
岡山県:絶滅危惧
広島県:絶滅危惧Ⅱ類
■多くの支川上流域で確認
出典：「日本の重要な両生類・は虫類」

【現状】
• 丘陵地と沖積平野
• 河道は堰による湛水区間、中州の発達など多

様な形状
• 河岸にはセイタカアワダチソウやヨモギなど

の草本類、ヤナギ類やヌルデなどの木本類が
自生

• カワウ、コサギなどの鳥類、ヌートリアが生
息

• ブラックバス等により在来種が捕食

【対応】
• スイゲンゼニタナゴの産卵場・生息場を保全
• アユなど回遊性魚類の遡上環境の確保や産卵

床を保全

帝 釈 峡
(比婆道後帝釈国定公園)

井倉峡の石灰岩断崖
(高梁川上流県立自然公園)

中流部

国指定天然記念物 雄橋

【現状】
• 吉備高原山地を侵食したＶ字谷の峡谷区間が多い
• 河岸にはヤナギダテやツユクサなどの草本類、マダケ、ヤナギ類、

エノキなどの木本類が自生
• カワウ、アオサギ、キセキレイなどの鳥類、クロアゲハ、テングチ

ョウなどの昆虫類、カジカガエルなどの両生類が生息

【対応】
• アユなど回遊性魚類の遡上環境の確保等生息環境を保全・再生
• 帝釈峡をはじめとする峡谷部の変化に富んだ自然環境を保全

上流部は山地帯～里山を流れる渓流～小河川の様相を呈す。中流部と同様にオオサンショウウオが生息する自然豊かな河川環境を保全
中流部は深いＶ字谷の底を流れる。峡谷部の変化に富んだ自然環境の保全とともにアユなど回遊性魚類の遡上環境等、生息環境を保全・再生
下流部は沖積平野を流れ、多様な河川環境を呈している。アユ産卵場やスイゲンゼニタナゴの生息環境を保全

【高梁川本川(直轄区間)】
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【小田川(直轄区間)】

【高梁川(直轄区間)】



工業用水

約10m
3
/s

23%

上水道

約4m
3
/s

9%

農業用水

約29m
3
/s

68%

2,606

1,344

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

年総量
(本川+小田川)

水利権相当量

水利用・水質・空間利用 高梁川水系

高梁川と水島工業地帯とのかかわり
・旧東高梁川の廃川敷に

倉敷絹織工場(現㈱クラレ)が開設(昭和8年)
三菱重工業水島航空機製作所が開設(昭和18年) 

・旧東高梁川河口部を浚渫して水島港を整備、
高梁川の三角州を埋め立て工業用地を造成(昭和28年～)

・河本ダム竣工(昭和40年) 工業用水の供給開始
・水島地区におけるコンビナートの形成(昭和40年代) 
・新成羽川ダム竣工(昭和43年) 工業用水の供給開始

高梁川の水利用割合(湛井合同堰下流）

24m3/s1.09万kw新見
（河本ダム）

10m3/s1.1万kw新帝釈川

60m3/s2.2万kw田原

最 大
使用水量

最大出力名 称

424m3/s30.3万kw新成羽川

主要な水力発電所

24.6万人2位423万人1位太田川

6.9万人7位33万人7位吉井川

17.5万人

25.1万人

3位

1位

スポーツ

48万人5位高梁川

4位

総利用者数

52万人旭川

７

平成15年調査、順位は中国地方内

上原井領用水

湛井12ヶ郷用水

東西用水

上成乙島用水

笠岡湾干拓農業用水

寄島農業用水

高
梁
川

高
梁
川

戦前より高水敷の一部は
耕作地として利用

少年野球

霞橋ゴルフ場(昭和5年開設) ウィンドサーフィン

空間利用水利用

水辺の楽校（総社、清音
、真備地区で整備）

【下流部】
運動公園などが整備され、スポーツの利用が多い

千屋ダム千水湖畔のアウトド
アスポーツセンター

【中上流部】
ダム湖畔の環境整備が進んでいる。イベ
ント等の開催空間としても活用

魚のつかみ取り(新見市かな
や橋付近)

•高梁川からのかんがい水は、古くから岡山平野の
西半分を潤す。さらに大規模な導水も実施

•工業用水・水道用水は、岡山県西部(一部は香川
県)へ送水

•補給施設として岡山県が上流にダム群を建設

水質 ・ほとんどの地点で環境基準A類型を
十分満足する水質。今後も保全して
いくことが重要

・大規模な水力発電施設
(最大合計36万kW)

平成6年渇水時の高瀬川ダム

・大規模な渇水が発生（平
成6年渇水を含み近年30
年間で7度の渇水）

非常に高い水利用率(水利権
相当量/年間総流出量)：52%
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水質基準 空間利用

かんがい用水、工業用水、水道用水の取水が主に下流部の取水堰で行われ、遠隔地へも送水され、高い水利用率
水質は良好で、近年、いずれの地点においてもおおむね環境基準を満足
自然豊かな中上流部や整備された下流部の高水敷などで、スポーツを中心に多種多様な河川利用
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正常流量 生態系 景観 水質 維持流量

岡 山 県 西 南 水 道
笠 岡 工 業 用 水
笠 岡 湾 干 拓 農 業 用 水
岡 山 県 工 水
水 島 工 業 用 水 1～ 4期
上 成 乙 島 用 水
合 計 11.198

上 原 井 領 用 水
1.180

湛 井 12ヶ 郷 用 水
12.00 0

秦 揚 水 機
0.117

槙 谷 川
0.17

新 本 川
0.12

小 田 川
0.26

高 梁 川 東 西 用 水
14.170

岡 山 県 南 部 水 道
1.007

ク ラ レ 玉 島 工 場
0.579

倉 敷 市 水 道 （ 船 穂 ）
0.486

倉 敷 市 水 道 （ 片 島 ）
0.521

　 寄 島 農 業 用 水
0.063

船 穂 町 簡 易 水 道
0.006

カ ル ピ ス 工 業 用 水
0.037

岡 山 県 広 域 水 道
0.450

代 表 地 点
酒 津
15.93

2.6
4.1

7.1 8.2

岡 山 県 南 部 水 道
0.347

備 南 水 道
0.716

5 .0

1 / 10 渇 水 流 量

流水の正常な機能を維持するため必要な流量の設定

地下水障害は問題化していないため設定しない⑨地下水位の維持

保護が必要な木製施設は存在しないため設定しない⑧河川管理施設の保護

河口閉塞は発生していないため設定しない⑦河口閉塞の防止

塩害は発生していないため設定しない⑥塩害の防止

①の必要流量と同様とする⑤漁業

感潮区域や湛水区域の利用やアユ漁の木舟のみであるため設定しない

平成30年流達負荷量予測値より、環境基準の2倍値を満足する流量

アンケートにより、景観を損なわない水面幅の確保に必要な流量

サツキマス、アユ等の移動等に必要な流量

決 定 根 拠 等

④舟運

③流水の清潔の保持

②景観

①動植物の生息地または生育地の状況

検 討 項 目

① 高梁川流況を代表し、流量の管理・監視が行いやすい地点
② 大規模な農業用水取水後で水利用を包括する地点

正常流量の設定【代かき期】の例 基準地点の正常流量は次のように設定

2

1

※高梁川の過去48年間（昭和33年から平成17年）の酒津地点における、１０年に１回程度の
規模の渇水流量は約5.0m3/sである

正常流量(概ね16m3/s) 維持流量(2.6m3/s)

サツキマス等の移動等
からの必要流量

水利流量(13.33m3/s)

潮止堰から酒津地点までの
水収支考慮後の水利流量

＝ ＋

②景観
【川辺橋下流地点】

必要流量7.62m3/s
• 流量規模(3ケース)の異な

るフォトモンタージュを
作成

• アンケートを実施し、
50％以上の人が親しみが
あると考える流量を設定

①動植物の生息地・生育地の状況及び漁業［2.7k］
・魚類の移動から必要な流量（2.6m3/s）を設定
・本地点ではサツキマス、アユ等の移動に必要な流量

(通年)
・ヒイラギ、シラウオ等が生息する汽水環境の保全

 

流量大

流量小

A区間 Ｂ区間 Ｃ区間 Ｄ区間

2.8k 9.1k 12.0k 23.2k

維持流量の検討

正常流量の基準地点 基準地点は、以下の点を勘案し酒津地点とする

潮止堰

新霞橋

８

広域的かつ合理的な水利用の促進を図るなど、今後とも関係機関と連携し必要な
流量の確保に努める
酒津地点における流水の正常な機能を維持するため必要な流量は、おおむね１６
m3/sとし、以て流水の適正な管理、円滑な水利使用、河川環境の保全等に資する
ものとする

•昭和40年代より、河川環境・水産資源保護の観点から、潮止堰維
持流量（2.6m3/s）について、関係者間で合意されている

水利の歴史的経緯

高梁川水系

酒津地点

通年概ね16m3/s
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河床変動量

総合的な土砂管理

河床変動の経年変化

•現在の河口部は明治～戦後にかけて干拓・埋立により形成
•河口砂州は発生しておらず、河口も閉塞していない

９

流域からの生産土砂

河口の変遷

•「鉄穴（かんな）流し」による大量の供給土砂があった河床
高で固定堰を築造

•「鉄穴流し」が終わり河床が低下、そのままの状態で安定

•局所的に河床高が大きく変化している区間があるが、その大半は人為的な改変が要因と考え
られる

•全体的な変動量は小さく、近年では比較的安定傾向にある
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S47河道

S52河道
S62河道

H07河道

H13河道
HWL

高梁川 6.6k（船穂） 小田川 0.8k（矢形橋）

砂利採取や定期的な低水路拡幅により河床高が変化
しているが、河床部は比較的安定傾向にある

■ 上流に大規模な崩落地等は存在しておらず全体的な変動は小さく、近年は比較的安定傾向にある
■ 今後も河床変動や各種水理データの収集等モニタリングに努め、適切な河道管理を行う

高梁川：0.0k～23.2k

小田川：0.0k～8.0k

高梁川：0.0k～23.2k 小田川：0.0k～8.0k

高梁川：0.0k～23.2k 小田川：0.0k～8.0k

高梁川：0.0k～23.2k

小田川：0.0k～8.0k

河
口

上
流

標
高

潮
止
堰

笠
井
堰

湛
井
堰

旧来の河床

HWL

現在の河床

土砂供給減

河床が低下した

状態で安定化

「鉄穴流し」

跡地

高梁川水系

河床変動量

S47-S52

堆
積

洗
掘

河床変動量

S52-S62

河床変動量

S62-H7

河床変動量

H7-H13

堆
積

洗
掘

堆
積

洗
掘

堆
積

洗
掘

航路浚渫等(推定)

護岸工事に伴う掘削 砂利採取に伴う掘削

低水路拡幅に伴う掘削

堰改築に

伴う掘削

低水路拡幅

に伴う掘削

砂利採取に伴う掘削


